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訪問調査日 平成28年11月28日

スタッフを各階に配置をしていますが、介護職員・厨房職員・事務職員・看護職員と分け隔てな
く、全職員で全入居者様を支えていく視点で、援助をしている。
経験年数が長いスタッフが増えてきている現状から、入居者様の事を深く知り、その方に合っ
たケアを提供出来ていると思う。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
玄関入口には職員紹介が管理者の手でプチギャラリー的に展示され、２５１箇所ある同法人事
業所の中で「優秀」として表彰された盾が並びます。例えば、入院もなく健康に長く暮らしている
ことを現す「在所率」では本年下期は３ユニット事業所において１位を受賞しています。フロアを
見学していると、シャワーチェアの下にマットが敷かれて置き場所が定まり、手指のケアにと茶
がら干され、体位交換の用具が手作りされてと、随所に職員の経験とアイデアの豊かさが光り
ます。また新規性ある取組みのミッケルアートは３月に日本産業経済新聞に掲載され、タク
ティールケアは職員３名が習得して、利用者の表情や身体への効果がみられています。

基本情報リンク先

静岡県沼津市我入道江川5-1所在地

愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット

1  自己評価及び外部評価結果

2271100923

法人名 メディカル・ケア・サービス株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100923-00&PrefCd=22&VersionCd=022

評価結果市町村受理日平成28年11月20日 平成28年12月9日

事業所番号

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

株式会社第三者評価機構

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

毎朝、朝礼や会議の時など職員で理念を唱
和している。職員のみが使用する場所にも掲
示し、いつも意識する努力をしている。

職員はクレドのカードをポケットや財布に入れ、常
に携帯して「愛の家」の一員としての意識をもって
います。法人が採用や教育に投資を惜しまず取
組むバックアップもあって、いい人材が入職して
いて、フロアの雰囲気も心地よく、「心を込めて」
真摯にケアに向き合う様子が覗えます。

天気の良い日には外に散歩に行き、近所の
方々に挨拶するようにしている。地域の祭り
や防災訓練に積極的に参加している。

民生委員がボランティアとして半年に１度程度訪
れ、歌や凝ったクラフト作りに勤しんでくださって
います。また沼津中央高校の要請には管理者が
出向き、認知症サポータ養成の講師を受け持ち、
生徒に事業所の存在をＰＲする機会ともなりまし
た。

「認知症サポーター養成講座できますよ」
と、近隣の店舗や企業へ挨拶に出向き、
支持者、応援者の裾野を広げることを期
待します。

運営推進会議を利用し、地域の中で取り組み
を増やし、地域に貢献出来る様努めている。

運営推進会議では、日々の生活の様子など
を報告し、参加していただいた方の意見を聞
き、すぐに実践できるように努めている。

「ボランティアで忙しい民生委員が土日は…、か
といって平日は家族が…」と出席率を上げるのが
難しい状況にありますが、毎回参加くださる家族
にも助けられ、また常にはマッサージで施術訪問
している専門家参加もあり、見やすく作られた資
料を基につつがなく隔月開催できています。

地域との挨拶を通じて関係作りに向けて働き
かけていく。

市役所はありませんが、代わりに地域包括支援
センター職員が運営推進会議に調整のうえ出席
くださり、地域の事業所の取組例等運営につなが
る内容を届けてもらえ、助言を得ています。毎月
来所の介護相談員には「皆さん元気ですね」と評
してもらっています。

身体拘束についての研修を行っている。出入
り口の施錠をしないように取り組んでいる。

２ヶ月毎にチェックシート、全体研修は３ヶ月に１
度と本年度から義務付け、身体拘束、不適切ケ
アに係る項目は特に力を入れています。散歩や
買い物があっても職員数が足りるよう工夫し、品
質管理課で心ケアダイヤルという窓口を設けて
職員のメンタルケアにもあたっています。

虐待についての理解をスタッフ全員が深める
必要があると思う、常に意識できるようにして
いく。

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

全体会議やスタッフ会議でいろいろ学んでい
るが、自己でも知識を深められる様に努力し
たい。

利用者と触れ合う機会が多いので出来るだ
け不安などがあれば話を聞いていく、口頭で
もわかりにくい時には別の方法で伝えていく。

御家族様からの質問がある時には、しっかり
と対応し意見や要望を聞く機会を作っている。

法人でおこなう家族アンケートでは「入浴につい
てのわかりやすい報告」の評価が低かったため、
今後は塗布クリームの実施報告といった特記事
項だけに留まらず、便りに盛り込むことを検討し
ています。家族から「習い始めた大正琴を披露し
たい」との申し出もあり、関係は良好です。

会議でない時でも心配事など聞いてくれ話し
やすい環境空間を作っている。

装飾や掲示物には職員の積極性が滲み、また若
い職員が増えたこともあって「行事提案では世代
差がでてしまいがち…」と危惧されるほど、意見
交換に勢いがあります。傾聴は大切とし年２回個
人面談以外、「随時にも今後は実施したい」として
います。

時々個人面談など行い心配事や不安な事な
どを話せる場を作り今後の目標づくりをしてい
る

研修などあり他ホームの仕事など勉強になる
場を設けている。

グループホーム連絡会に毎月参加し職員同
士話ができ、交流を深めようとしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

担当スタッフがご自宅に伺いケアプランの作
成をしています。

御家族様の話を聞く時間を作り説明を行い
サービスを導入するにあたり円滑に進めるよ
うに努めている。

利用者に合ったサービスを提供できるように、
多方面に視点を向けホーム内だけでなくサー
ビス提供を目指しています。

掃除や洗濯などその人それぞれ出来る事を
行って頂いています。

御家族様と連絡を取りやすいように日ごろか
ら関わり方に留意し必要に応じて協力をお願
いしている。

出来る限り今までの馴染みの場所を継続でき
るように努めています。

面会は９時～２０時ですが、時間外も希望があれ
ば受入れ、また具合が悪いときには泊ってもらう
こともあります。神輿披露で訪れての再会をきっ
かけに知人の来訪が続いたり、法事では車いす
での移乗移動の介助が必要となるため職員が送
迎を担当することもあります。

利用者との関係作りをするとともに歌を歌った
り、ボール遊びをして皆で過ごす時間を大切
にしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

年賀状などのやり取りをして関係性を大切に
している。

各担当者が本人の意思を聞き話す機会を
作っていく。

ミッケルアートも上手に反映させ「昔こういう生活
を送っていたんだなぁ」「この仕事大変だったろう
な」という視点を切り口として、もともとおしゃべり
好きな利用者と会話を弾ませています。また「手
芸が好きな人」「動物が好きな人」に合せての雑
誌や書籍の購入もあります。

御家族様に協力をお願いし情報を取り入れて
いく。

その方に応じた声掛けをしスタッフ同士で申し
送りをしていく。

御家族様の希望を聞きユニット会議に反映で
きるようにする。

介護計画は原則として３ヶ月毎に更新し、アセス
メント、原案作成、モニタリングと順次執りおこな
われ、計画作成担当者が主導するサービス担当
者会議では、例えば「３ヶ月に１回は外食にでら
れるように～」と、具体的な短期目標に向けた活
発な話し合いがみられています。

ホーム独自の気づきシートを記入しニーズを
聞き情報共有して行く。

より良い生活が送れるようにスタッフで心がけ
色に名視点から向上を高める。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

地域資源を活用できるように心がけていま
す。

希望されるかかりつけ医に見て頂く事ができ
るように支援、相談していきます。

１割くらいは在宅の頃からのかかりつけ医を継続
して家族が通院介助をおこなっていますが、難し
い場合は職員が代行することもあります。協力医
は「元気なうちは通院してください」との方針であ
るため職員が付添い、非常勤で看護師がいるた
め連携も確かです。

体調管理に十分注意し看護師へ情報、気づ
きを伝え指示を仰いでいます。

情報の交換に出向き把握に努めています。

入居される前に書面で説明し確認を取れるよ
うにしています。

看護と介護の垣根なく時には入浴介助に入ってく
れる看護師が職員としており、「要望があれば取
組む」としている事業所には心強く、本年１名を看
取っています。職員には畏怖もありましたが、状
態変化がゆっくりだったことが幸いし、メンタルケ
アも並走できました。

定期的に行われている勉強会に参加してい
ます。

訓練を定期的に実施しており、地域との協力
も今後充実させていきます。

法定訓練のうち１回は消防署職員に立ち合っても
らっています。昨年の実施指導では「県版に副っ
て立地を加味させ事業所独自のマニュアルを作
るとよい」、消防署からは「津波対策では第一避
難所より事業所の３階が妥当では」と、具体的な
アドバイスを受けています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

声掛けに対して十分注意しています。

職員はユニットでほぼ固定配置ですが、３ユニッ
ト２７名すべての利用者の顔と名前をしっかり憶
え、信頼の構築に努めています。また散歩などで
近隣の人から気軽に声がかかっても「プライバ
シーに関わる事柄は家族に確認してから」との指
導も徹底させています。

毎日の洋服選びや外出時の洋服選びを自己
決定できるよう支援しています。

個人のペースを大切にし利用者様の希望に
耳を傾けるようにしています。

洋服を選んだり化粧をされたり、その人らしい
身だしなみができるように支援しています。

毎日個人の力に合わせ食材を切ったり取り分
けて頂いています。

１階ではまだ手伝える元気な人がいますが、概ね
下膳も職員がおこない、介助が必要な人も３ユ
ニット全体で７名います。食事では利用者の表情
の変化を素早く読み取ってリスクを未然に防ぐ場
面にも遭遇し、想いや意向の把握とケアサービス
への意識が高いことを視認しました。

チェック表を活用し管理しています。

個人個人に合わせ口腔ケアの声掛け誘導介
助を実施しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

1人1人のペースに合わせ排せつ介助が行え
るように努めている。

トイレには跳ね上げ式の手摺りが設置され、パッ
ドは個人毎に籠に分けられて目隠しカーテンがか
かり、安全とプライバシーへの配慮があります。
ポータブルトイレが一時６台ということもありました
が現在はゼロで、全員に「なるべくトイレまで」が
慣行されています。

毎日の散歩、体操などに取り組んでいる、ま
た夜の味噌汁には乳酸菌などを入れ対応し
ている。

慌てることが無いように時間には余裕を持ち
声掛け支度をしている。

シャワーチェアの下にマットが敷かれて置き場所
が定まり、洗身タオルは一人ひとり分けて下がっ
ていて、双方によく乾燥するよう配されています。
本年から「家族に報告する」という意識を持つよう
になって、本件への記録が増えています。

1人１人に合わせた対応をしている、又室内
環境を整え眠りやすい環境を提供している。

薬の変更時は必ず申し送りをしている。

日常会話から本人ができる事などを探してい
きできるように行っている。

出来る限り希望どうりになる様に、協力しなが
ら支援している。

車いすを押しながらの散歩のほか、元気よく出か
けるのを見送ると「お尻みせていいかねぇ」とエチ
ケットに気遣う微笑ましい利用者もいて、戸外活
動で心身の維持が叶っています。香貫山や御用
邸の菊まつり、深海ミュージアムでは初めての生
物に出遭ったりとドライブ外出も盛んです。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　１階ユニット）

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

事務所で管理を行っているが買い物に行く時
は支援している。

電話を使いたい時には個々に対応している。

トイレの紙や汚れてしまった際にはその都度
補充したり掃除をし対応し使いやすいように
努めている。

各階に本日の食事案内板が置かれ、読み物を愉
しむ人もいるため雑誌コーナーも備えられていま
す。握力運動に使うお手玉が並ぶ寛ぎスペース
の椅子は、トイレに辿り着くまでに利用者が一休
みで座れるよう夜間は移動させる等、心身の状
態に合わせての空間づくりがあります。

居室トイレが使いやすいように工夫している、
掃除がしやすいようにリビングには、ほうき・
塵取りをを置いている。

リビングにソファーを置き利用者同士話しや
すいように工夫している。

使い慣れたものを出来るだけ持ってきて頂き
整理整頓にも気をつけている。

大きく見やすい表札は職員の手作りで、３階は木
片が使われ和風感の高まりがあります。布団が
ベッドから剥がされた様子からは日頃から干すこ
とや掃除が行き届いていることが覗え、洋服ハン
ガーやぬいぐるみ、単行本などの小物類からは
それぞれの趣味嗜好が読み取れます。
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平成 28 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○ ○

○ ○

○
○

○ ○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2271100923 スタッフを各階に配置をしていますが、介護職員・厨房職員・事務職員・看護職員と分け隔てな
く、全職員で全入居者様を支えていく視点で、援助をしている。
経験年数が長いスタッフが増えてきている現状から、入居者様の事を深く知り、その方に合っ
たケアを提供出来ていると思う。

法人名 メディカル・ケア・サービス株式会社

事業所名 愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット

所在地 静岡県沼津市我入道江川5-1

自己評価作成日 平成28年11月20日 評価結果市町村受理日 平成28年12月9日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100923-00&PrefCd=22&VersionCd=022 玄関入口には職員紹介が管理者の手でプチギャラリー的に展示され、２５１箇所ある同法人事
業所の中で「優秀」として表彰された盾が並びます。例えば、入院もなく健康に長く暮らしている
ことを現す「在所率」では本年下期は３ユニット事業所において１位を受賞しています。フロアを
見学していると、シャワーチェアの下にマットが敷かれて置き場所が定まり、手指のケアにと茶
がら干され、体位交換の用具が手作りされてと、随所に職員の経験とアイデアの豊かさが光り
ます。また新規性ある取組みのミッケルアートは３月に日本産業経済新聞に掲載され、タク
ティールケアは職員３名が習得して、利用者の表情や身体への効果がみられています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成28年11月28日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

朝礼後、会社全体の運営理念とホームの
ホームビジョンを唱和することで共有し、実践
につなげるように努めている。

地域の祭りに参加したり、散歩時近所の方々
と挨拶を交わすなどして交流している。

運営推進会議での実践報告が地域の方々に
認知症の理解をしていただく主な機会の場と
なっている。

日々の生活の写真を見ていただきながら、ご
家族や地域の方々に意見をいただき機会を
設けている。

管理者が主となり、市町村担当者と連絡をと
りながら、協力関係を築いている。

身体拘束や不適切なケアのチェックシートを
設け、２ヵ月ごとにスタッフ間でチェックをして
いる。ホーム全体で防止に努めている。

虐待についても、チェックシートを２か月ごとに
行い、朝の朝礼での注意喚起、全体会議内
での研修など、スタッフ全員で防止に努めて
いる。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

全体会議内での研修を通して学んでいるが、
しっかり理解できるように繰り返し学んでいき
たい。

利用者や家族が不安や疑問に思うことがあ
れば、何度もお話しし、理解していただけるよ
うにしている。

ご家族様アンケートを定期的に実施してい
る。また、意見をいただいた時には、真摯に受
け止め運営に反映されるよう努めている。

職員アンケートを行っている。また、職員が意
見を言いやすい環境を作るようにしている。

職員一人ひとりからの提案を聞き、できること
は実施していきながら、やりがいのある職場
であるようにしている。

研修など、職員からの希望を聞いたり、朝礼
などで積極的に呼び掛けるなどして、研修の
機会を設けるようにしている。

研修など、参加することはあるが、相互訪問
など同業者との交流まではなかなか行えてい
ない。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居時、アセスメント表などを使用し、ニーズ
を引き出している。接する時間を増やして、信
頼関係を築けるようにしている。

御家族様との話をする機会を多く作り、困って
いる事や不安に思う事などを話していただけ
るようにしている。

現状で必要としているサービスも可能な限り
検討するようにしている。

ホーム内での主役は入居者様であり、それを
サポートするのがスタッフということを、事ある
ごとにスタッフに伝え、一方の立場におかない
ようにしている。

面会の時には、御家族様とゆっくりと過ごして
いただく時間を設けたり、サービス提供も御
家族様に相談したり、時には協力していただ
きながら行っている。

本人の自宅が施設と近くの方は、散歩などで
馴染みの場所に行くことはあるが、遠い方に
関しては、御家族様に協力していただきなが
ら少しずつ支援している。

利用者様の会話に耳を傾け、人間関係でスト
レスを感じないようにスタッフ内で情報共有し
ながら対応をしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要に応じて相談をしている。

ニーズを引き出し、一人ひとりの希望に応じて
いる。

御家族様や以前利用されていたサービス事
業者に情報を許される範囲で提供していただ
き、情報の把握に努めている。

毎日スタッフ間で情報の共有をしっかりと行え
るようにしている。

周りの方々や御本人様と情報交換をしながら
ホーム内のみで完結してしまわないよう、介
護計画を作成するように努めている。

必ず、利用者様全員について記録を残すよう
にして、実践や介護計画の見直しに努めてい
る。

本人や御家族様とコミュニケーションをとりな
がら、状況の変化に応じてスタッフで話し合う
機会を設けている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

地域の祭りの際、立ち寄って踊りを披露してく
ださったり、買い物や散歩の際、地域との触
れ合いを大切にしている。

サービス利用前からのかかりつけ医を利用さ
れている方もおられ、ご本人様ご家族様の希
望に沿った受診が行えるように支援してい
る。

直接の相談のみならず、連絡ノートや申し送
り時間を設けたり、緊急時には電話連絡を行
い、随時適切な指示を得るようにしている。

利用者様が入院された際には、定期的に見
舞いに伺い、安心して治療を受けられるよう
に病院関係者との関係作りに努めている。

入居の際に、指針を説明させていただき、了
解を得るようにしている。しかし、ご家族様の
ニーズの中でターミナルも増えているので、
今後は検討事項となると感じている。

全体会議の場で、定期的に急変や事故発生
時の対応について、研修を行っている。会社
全体としても、マニュアルを作成し、フロアー
内に掲示をしている。

ホームで年に２回、防災訓練を実施してい
る。しかし、近隣住民の協力体制が希薄なの
で、検討をしていきたい。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

フロアー会議や、全体会議等で一人一人の
尊重やプライバシーに配慮した対応につい
て、研修し意識を高めている。

日々の生活の中で、ご本人の思いや希望を
伺ったり、記録に残したりすることで、情報を
共有し、自己決定できる様な働きかけを行っ
ている。

一日の流れの中で、ご本人様の生活リズムを
大切にし、ご本人の希望を伺いながら支援に
努めている。

ご本人の意思を聞き、その人らしく生活できる
ように、身だしなみの支援に努めている。

食事時間が楽しくなるように、ご本人様の力
に応じて準備や片付けに参加いただいたり、
おしぼりやランチョンマットを使用して雰囲気
づくりにも努めている。

食事、水分摂取チェック表を活用し、スタッフ
間で情報を共有している。摂取量の少ない方
には捕食などの個別対応している。

ご本人様の力に応じた口腔ケアを毎食後行
い、口の中の汚れや臭いが生じないよう努め
ている。必要に応じて訪問歯科を受けてい
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

トイレ誘導をする方で排尿がない時には、し
ばらくして再びトイレ誘導を行っている。声掛
けを行い、排泄の失敗を減らせるように、支
援している。

下剤を安易に使用しないように、繊維質のバ
ナナなどを提供し、散歩や体操も行い、生活
リズムを整えるようにしている。

体調をチェックし、声かけを工夫している。気
持ち良く入浴していただけるように努めてい
る。

人それぞれのリズムがある事を意識して、体
調不良や不眠な方は、日中でも休息していた
だけるように支援している。

薬の変更があった際には、報告書を作成し、
目的、副作用、用法など周知する。又、誤薬
防止の為、服薬時はスタッフは声かけ確認し
てから投薬します。

生活リハビリやレクリエーションを通して御本
人のできる事、好きな事を見つけ、充実した
日々を送れるように支援します。

御本人や御家族の意向を聞き、スタッフととも
に散歩や買い物、外食に出かけられるように
支援します。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　２階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ホームでお小遣い帳を作成し、管理してい
る。ご本人様がお金の所持を希望されている
方に関しては、少額所持していただいてい
る。

ご本人様がご家族様からの連絡を受ける為、
携帯電話を持たれている方もいらっしゃる。希
望が聞かれる方に関しては、ご家族様にかけ
ている。

季節感を感じていただけるような装飾をした
り、ご利用者様が過ごしていたような頃の雰
囲気づくりに努めている。

居室内に危険な箇所がないか、スタッフが見
守りをしていくと共に、安全かつ心が落ち着け
る演出が出来る様に努めている。

リビングにソファーを置き、個人個人でゆっく
りと過ごせるようにしている。一緒にテレビを
見たり、会話をしたり、歌を唄うなどしている。

入居の際にご家族様に御願いして、出来る限
り使い慣れている物や、利用者様の親しんだ
物を入居の際に持って来ていただけるように
声をかけている。
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平成 28 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○ ○

○ ○

○
○

○ ○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2271100923 スタッフを各階に配置をしていますが、介護職員・厨房職員・事務職員・看護職員と分け隔てな
く、全職員で全入居者様を支えていく視点で、援助をしている。
経験年数が長いスタッフが増えてきている現状から、入居者様の事を深く知り、その方に合っ
たケアを提供出来ていると思う。

法人名 メディカル・ケア・サービス株式会社

事業所名 愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット

所在地 静岡県沼津市我入道江川5-1

自己評価作成日 平成28年11月20日 評価結果市町村受理日 平成28年12月9日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100923-00&PrefCd=22&VersionCd=022 玄関入口には職員紹介が管理者の手でプチギャラリー的に展示され、２５１箇所ある同法人事
業所の中で「優秀」として表彰された盾が並びます。例えば、入院もなく健康に長く暮らしている
ことを現す「在所率」では本年下期は３ユニット事業所において１位を受賞しています。フロアを
見学していると、シャワーチェアの下にマットが敷かれて置き場所が定まり、手指のケアにと茶
がら干され、体位交換の用具が手作りされてと、随所に職員の経験とアイデアの豊かさが光り
ます。また新規性ある取組みのミッケルアートは３月に日本産業経済新聞に掲載され、タク
ティールケアは職員３名が習得して、利用者の表情や身体への効果がみられています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成28年11月28日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

朝礼での理念唱和を日々行い、意識を深め
ています。ホームの職員として常に理念に
沿った実践を心がけています。

地域の皆様には暖かい対応をして頂いてい
ます。散歩時などは利用者様方と共に笑顔で
挨拶しています。

運営推進会議や祭りなどの開催で地域の
方々に参加していただき、認知症の理解や支
援を御願いいしています。

会議の中では、現在の状況などを伝え、日頃
のご様子をプロジェクターにして見ていただ
き、感想、質問を伺いながら今後のサービス
に活かせるように努めています。

会議への参加の声掛けを行っている。また、
介護指導員に来ていただき、客観的な意見、
感想を御願いしています。

職員全体で認識を持ち、拘束しないケアに取
り組んでいます。また気付いた事はお互いに
注意しあう様にしています。

全体会議で虐待についての知識を深め、防
止に役立てています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

全体会議等で、学ぶ機会を持ち、今後に活か
せるようにしていきます。

契約に関しては、担当者が十分な時間を設
け、説明をしています。

御家族様のアンケートを実施しご意見ご要望
を伺いながら介護の運営やケアに活かせるよ
うにしています。

年に１回職員アンケートを行い、その意見を
運営やケアに活かせるようにしています。

職員がより心を込めて働きやすい様に職場
環境に気を付け努力しています。

研修や勉強会の機会を設けて働きながらもレ
ベルアップが図れるようにしています。

近隣の同業者と交流する場を作り意見交換
をして、ネットワークを深めサービスの向上を
目指しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 　

15 ○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ご本人様の言葉を傾聴し寄り添いながらス
タッフとの関係を作り本人様らしい生活が出
来る様に家族様と協力しながら安心して頂け
るように努めている。

入居前から家族様とお話しする機会を持ち、
家族様の思いを聞く様にしている。

入居前に家族様と本人様がホームに対してど
のような事を望んでいるかを伺い、計画書に
取り入れ共有している。

本人様と関わる中で、以前行っていたこと等
を引き出し出来る事を見つけていく。達成感
を感じて頂けるよう工夫している。

面会や通信で、本人様がホームでどのように
生活しているのか、どのような活動に興味が
あるのかを伝えスタッフと家族様が一つに
なってケアできる関係を築いている。

入居されてからも本人様が大切にしてきた交
友関係や馴染みの場所との交流が途切れぬ
よう家族様に協力していただきながら支援に
努めている。

フロアーを超えた関係を築けるよう散歩等や
室内レクリエーションを行う時には各階に行き
出来る様努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要に応じて支援、相談を行う様にしている。

その人に合った生活をして頂ける様家族様か
らの情報や利用者の様子をもとに、本人様の
気持ちになって検討している。

家族様や本人様のお話をもとにこれまでの
サービス過程等を把握するように努めてい
る。

１人一人と関わる時間を持ち利用者様の１日
の過ごし方等、スタッフ同士で共有できる様に
努めている。

同じフロアーだけでなく各階のケアの情報も
共有し、参考にし現状に合った介護計画を作
成している。

ケア記録、日報等をもとに話し合いを行い、常
に新しい取り組みを介護計画に取り入れるよ
うにしている。

本人様と、家族様の思いを受け止め新しい視
点で物事を捉える様にしている。。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

なかなか十分には出来ていない所がある。今
後の課題であると思います。

本人様、御家族様の意向に合った対応を行っ
ている。

利用者様の体調情報は常に報告し適切な対
応が摂れるように支援している。

互いで情報交換を行い利用者様が安心で出
来るだけ早期に退院できる様に関係作りを
行っている。

ホーム長、リーダーが主となり行っている。

全体会議で対応方法を定期的に行いスタッフ
が見に付くように行っている。

災害対策に関しては訓練しているもののなか
なか十分ではないと思うので全職員が身に付
けられるようにまた地域との協力体制もさらに
築いていくようにしたい。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

人格を尊重し声掛けにもその利用者様に合っ
た言葉がけを行っている。

空いた時間にコミュニケーションを取り思って
いる事、やりたい事を出来る様働きがけてい
る。

スタッフ業務優先にならないように心がけてい
る。利用者のペースに合わせている。

利用者様に付き添い支援している。

利用者様１人１人が食事が楽しく出来る様環
境を大切にしている。

食事、水分とチェックを取り管理している。

利用者様に声掛け口腔ケアを行っておこなっ
て頂けている。口腔内が常に清潔であるよう
に心がけている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

食事の前後など時間で声掛けしたりトイレへ
お連れして１人１人のパターンに合わせて排
泄の自立に向けた支援をしている。

散歩、室内での運動や、ヨーグルト等の乳製
品水分(お茶、スポーツドリンク)を摂って頂
き、便秘の予防に取り組んでいる。

熱めのお湯や、温めのお湯など、１人１人の
ご希望やタイミングに配慮し気持ち良く楽しん
で入浴して頂けるように支援している。

１人１人の生活習慣や、その時々の体調や気
持ちに応じて安心して気持ち良く休まれるよう
に支援している。

薬の目的や、副作用などの把握に努め、１人
１人に合った飲み方の工夫や、言葉がけをし
ている。

１人１人の生活歴や力を活かして出来る事
や、やってみたい事、楽しめる事を支援してい
る。

天気の良い日には外へ散歩に行ったりして、
その日の体調によってホーム内の外へ出掛
けられるように支援している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　３階ユニット）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

家族様と相談し本人様にお金を持って頂くこ
ともあ。る

本人様より希望があった場合には対応してい
く。

御自宅の様に居心地良く過していただけるよ
うな空間づくりを目標としています。

１人１人の「出来る事」「わかる事」が活かしき
れたいないことがある。

思い思いに過ごせる居場所の工夫は必要で
すが色々な課題があると思います。

本人様が入居前に使用していた物、使い慣
れた物を入居時に持って頂ける様家族様に
伝えている。
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